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ア
レ
ル
ギ
ー
も
含
め
症
状
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
種
多
様
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近
年
に
な
っ
て
新
築
や
増
改
築
し
た
住
宅
に
入
居
し
た
人
が
、

体
調
不
良
を
訴
え
る
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。
症
状
は
実
に
多
種
多

様
で
、
症
状
が
発
生
す
る
仕
組
み
な
ど
も
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
複
合
要
因
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、「
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
別
名
と
し

て
「
新
築
病
」
と
い
う
呼
び
名
も
あ
り
ま
す
。

　
症
状
は
大
き
く
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
つ
は
建

材
や
内
装
材
が
放
散
す
る
化
学
物
資
に
対
す
る
過
敏
症
状
、
も
う

一
つ
は
ダ
ニ
や
カ
ビ
に
よ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
で
す
。
特
定
の
化

学
物
質
に
反
応
し
て
、
頭
痛
、
動
悸
、
め
ま
い
、
吐
き
気
な
ど
を

起
こ
す
の
は
「
化
学
物
質
過
敏
症
」
で
す
が
、
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症

候
群
は
、
化
学
物
質
過
敏
症
に
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
を
含
め
た
広
い

意
味
で
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群
の
場
合
は
、
そ
の
住
宅
を
離

れ
る
と
症
状
が
収
ま
る
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。

　
建
具
や
家
具
に
は
多
種
多
様
な
化
学
物
質
が
使
わ
れ
て
い
る
た

め
、
原
因
と
な
る
化
学
物
質
を
特
定
す
る
の
は
困
難
な
場
合
が
多

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
に
よ
っ
て
、
反
応
す
る
化
学

物
質
の
種
類
や
量
も
か
な
り
異
な
り
ま
す
が
、
一
般
的
に
最
も
有

力
な
原
因
物
質
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
が
ホ
ル
ム
ア
ル
デ

ヒ
ド
で
す
。
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
は
、
無
色
で
刺
激
臭
が
あ
り
、

常
温
で
は
ガ
ス
状
の
物
質
で
す
。
水
に
よ
く
溶
け
、
３５
〜
３７
％
の

水
溶
液
は
通
常
「
ホ
ル
マ
リ
ン
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
は
、
尿
素
―
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
系
接
着

剤
と
し
て
住
宅
の
施
工
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
合
板
・

パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド
な
ど
の
木
質
建
材
や
家
具
材
の
接
着
剤
の

原
料
、壁
紙
用
接
着
剤
の
防
腐
剤
な
ど
に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
住
宅
に
使
わ
れ
た
ホ
ル
ム
ア

ル
デ
ヒ
ド
が
室
内
に
放
散
さ
れ
、
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群
を
引
き

起
こ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
化
学
物
質
過
敏
症
と
の
違
い
は
？

●
原
因
と
な
る
化
学
物
質
は
な
に
？

ホルムアルデヒド ……………… 合板、内装材などの接着剤(ユリア系、
 メラミン系、フェノール系など)からの
 放散。それらを用いた家具類からの放散。

トルエン ………………………… 内装材などの施工用接着剤、塗料などか
 らの放散。

キシレン ………………………… 内装材などの施工用接着剤、塗料などか
 らの放散。

パラジクロロベンゼン ………… 衣類の防虫剤、トイレの芳香剤。

エチルベンゼン ………………… 内装材などの施工用接着剤および塗料か
 らの放散。

スチレン ………………………… 断熱材、浴室ユニット、畳の心材、高分
 子化合物を使用した家具など。

クロルピリホス ………………… 防蟻剤（現在では使用禁止されている）

フタル酸ジ -n- ブチル ………… 塗料、顔料、接着剤など。

テトラデカン …………………… 灯油、塗料の溶剤など。

フタル酸ジ -2-　　　　　　 … 壁紙、床材、各種フィルム、電線被覆な
　　　　　　エチルヘキシル ど。

ダイアジノン …………………… 殺虫剤。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●シックハウス症候群の原因と考えられる化学物質
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学
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内
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散
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シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群
の
話
題
の
な
か
で
し
ば
し
ば
「
Ｖ
Ｏ
Ｃ
」

と
い
う
言
葉
が
登
場
し
ま
す
。
こ
れ
は
、Volatile O

rganic C
om

pounds

（
揮
発
性
有
機
化
合
物
）
の
略
語
で
す
。
常
温
で
蒸
発

す
る
有
機
化
合
物
の
こ
と
で
、
沸
点
５０
〜
２
５
０
℃
の
物
質
が
大

部
分
で
す
。

　
新
築
の
住
居
に
お
い
て
室
内
の
空
気
中
に
存
在
す
る
揮
発
性
有

機
化
合
物
を
調
べ
て
み
る
と
、
ト
ル
エ
ン
、
キ
シ
レ
ン
な
ど
の
シ

ン
ナ
ー
類
、
エ
タ
ノ
ー
ル
な
ど
の
ア
ル
コ
ー
ル
類
、
パ
ラ
ジ
ク
ロ

ロ
ベ
ン
ゼ
ン
な
ど
の
殺
虫
剤
な
ど
、
１
０
０
種
類
近
く
の
化
学
物

質
を
検
出
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群
の
主
な
原
因
は
、
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド

以
外
に
も
こ
れ
ら
揮
発
性
有
機
化
合
物
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
健
康

的
な
住
ま
い
づ
く
り
を
目
指
す
に
は
、
発
散
さ
れ
て
い
る
揮
発
性

有
機
化
合
物
の
種
類
と
量
を
と
も
に
減
ら
す
こ
と
が
何
よ
り
も
大

切
で
す
。

　
ど
の
く
ら
い
の
量
で
症
状
が
起
こ
る
か
は
人
に
よ
っ
て
大
き
な

差
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
「
こ
の
程
度
な
ら
安
全
」
と
い
う
ラ

イ
ン
を
引
く
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
す
。

　
例
え
ば
、
１
９
９
７
年
に
厚
生
省
（
現
厚
生
労
働
省
）
は
、
最

も
問
題
が
表
面
化
し
て
い
た
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
に
つ
い
て
、「
１

„
当
た
り
０
・
１
Ê
（
０
・
０
８
ｐ
ｐ
ｍ
）」
と
室
内
濃
度
指
針

値（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）を
発
表
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
数
値
に

し
て
も
、
「
こ
れ
以
下
だ
っ
た
ら
絶
対
に
症
状
は
出
な
い
」
と
い

う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
安
全
に
対
す
る
目
安
の
一

つ
と
考
え
る
べ
き
で
す
。

　
揮
発
性
有
機
化
合
物
に
つ
い
て
も
、
次
々
と
室
内
濃
度
指
針
値

が
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も
ホ
ル
ム
ア
ル
デ

ヒ
ド
の
ケ
ー
ス
と
考
え
方
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
各
数
値
を
目

安
の
一
つ
と
考
え
、
そ
れ
以
下
に
抑
え
る
努
力
が
必
要
で
す
。

●
Ｖ
Ｏ
Ｃ
っ
て
な
に
？？

●
安
全
な
放
散
量
は
？

●●●●●●●●●●●●●●●●ホルムアルデヒド

※厚生労働省は、上記の化学物質に対して、室内の濃度指針値を策定した。指針値は、現
時点で入手可能な毒性に係る科学的知見から、ヒトがその濃度の空気を一生涯にわたっ
て摂取しても、健康への有害な影響は受けないだろうと判断される材値を算出したもの。
※μｇ＝1/1,000,000g

０.０５ppm 臭いを感じる

０.１３～０.４５ppm 目に剌激を感じる

約０.５ppm 臭いを不快に感じる

２～３ppm 鼻や喉に刺激を感じる

４～５ppm 涙が出て止まらない

１０ppm 以上 正常な呼吸が困難になる

●室内濃度指針値

●ホルムアルデヒドの濃度とおおよその影響

 化学物質 室内濃度指針値 主な使用目的

ホルムアルデヒド １００μg／„（０.０８ppm） 接着剤

トルエン ２６０μg／„（０.０７ppm） 接着剤、塗料の溶剤

キシレン ８７０μg／„（０.２０ppm） 接着剤、塗料の溶剤、可塑剤の原料

パラジクロロベンゼン ２４０μg／„（０.０４ppm） 防虫剤

エチルベンゼン ３８００μg／„（０.８８ppm） 塗料の溶剤

スチレン ２２０μg／„（０.０５ppm） 断熱材、化学畳の芯材

クロルピリホス １μg／„（０.０７ppb） 白アリ駆除剤
 〈※幼児に対しては （現在は使用禁止）
 ０.１μg／„（０.００７ppb）〉

フタル酸ジ ２２０μg／„（０.０２ppm） 可塑剤、接着剤
－ｎ－ブチル

テトラデカン ３３０μg／„（０.０４ppm） 溶剤

フタル酸ジ １２０μg／„（７.６ppb） 可塑剤
－２－エチルヘキシル

ダイアジノン ０.２９μg／„（０.０２ppb） 防蟻剤

アセトアルデヒド ４８μg／„（０.０３ppm） 農薬（防カビ剤）、溶剤、防腐剤

フェノルカルブ ３３μg／„（３.８ppb） 農薬の原料

ノナナール ４１μg／„（７.０ppb） 香料、防腐剤
 ※暫定値

総揮発性有機化合 ４００μg／„（７.０ppb）
物量（TVOC） ※暫定目標値


